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Otake　my　hand　Walt　Whitman！
Such　gliding　wonders！such　8ight8　arid　sounds！
Such　join’d　unended　links，　ea6h　hook’d　to　the　next，
Each　answering　all，　ea’モ?@sharing　the　earth　with　all．
What　widen8　within　you　Walt　Whitman？（117）1
「私の手」と「ウォルト・ホイットマン1
　　　　　－1＆Myself一
　“Salut　au　Monde！”の初出は1856年であり、ウォルト・ホイットマン（Walt　Whitman）
が『草の葉』Lθa　ves　of（Grass〈1855・92）を初めて世に出そうとした時期と重なる詩である。
　その一行目、「私の手」と「ウォルト・ホイットマン」の関係はどうなっているのだろ
う。「ウォルト・ホイソトマン」という名の「私」が「私の手」をとるとは奇妙でないか2。
　このような「私」の中で自足し、自己完結するかに見える詩行はホイットマンの特徴で
ある。その代表として“Song　of　Myself’（1855年初出）の冒頭がある。
Icelebrate　myself，　and　8ing　mysel£
And　what　I　assume　you　shall　assume，
For　every　atom　belonging　to　me　a8　good　belongs　to　you．
Iloafe　and　invite　my　80ul，
Ilean　and　loafe　at　my　ease　observing　a　spear　of　summer　gras8，（26）
．ホイットマンは「私自身1を素晴らしいものと言う。しかし、誇らしげに歌うその姿勢
は、他を顧みない自己陶酔とは違う。「君」との同一性を確かめる二行目以降に明らかなよ
うに、ホイソトマンの「私自身jとは、単なる一人称再帰代名詞ではなく、他者と区別の
無い「私」なのだ。ホイットマンの「私自身」とは、他者を含み持つ言わば多人称である。
　また「私自身」とは、「私」にとっての対象物でもある。Iloafe　and　invite　my　soulと
いうSVOの形が、「私」と「私自身」の関係を端的に示している。「私」が「私の魂」を
招く。そして「私自身」となる。なるもの（becoming）という意味で、「私自身」とは自ら
が生成するものである。
　“Salut　au　Monde！”冒頭の「私の手」と「ウォルト・ホイットマン」の間にも、「私」
と「私自身」の間に見られたような関係があると考えられる。「おお、私の手をとってくれ、
ウォルト・ホイットマンよ」との自らへの呼びかけが、そのまま「果てしないつながり…
それぞれが全てに呼応し、それぞれが全て等しく地球を共有する」との詩行に直結する。
「私あ手」は「私」のものであると同時に、直接触れられない空間にも通じるのである。
その空間に「広がるのは何？」と、「私」は「ウォルト・ホイットマン」に自問する。
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The　fir8t　line　in　8ection　l　give8　an　image　of　hh田an　friend8hip：acompanion
reque8t・W・1t　t・t・k・hi・h・nd．　Thi・c・mp・・i・n　i・d・ubtl…W・1t’88・ul・　f・・t与・
next　three　line88tate　an・ver・all　phil・8・phical・iew・f　natu・e　and　the　8・urce　m
8e。。。，y　p。。。epti・n・f　th・d・t・wh・・eby　th・i・di・idu・i　p・・8…an　d・・ive　th・
democratic　concep’t　of　brotherhood．3
　自己完結するかと思いきや、その自己は容易に外界へ、他者へと広がる。その広がりが
いわゆる民主主義の観念に通じているとの指摘にもうなずける。しかし、ここで問題にし
たいのは、何が広がるにせよ、その場があくまで「ウォルト・ホイットマン」の内部である
ということだ。第二節ですぐに「私の内部で緯度が広がり、経度が伸びる」と、冒頭の問
いに対する答えが述べられている。わずか8行のこの節に、4回もWithin　meと繰り返し
ている。いずれも「私の内部jで広がる時空を表現する詩行だが、この「私」へのこだわ
りはホイットマンのどのような意識を反映しているのだろうか。
Within　me　latitude　widens，　longitude　lengthens，
A8ia，　Africa，　Europe，　are　to　the　east－America　i8　provided　fbr　in　the　we8t，
Banding　the　bulge　of　the　earth　wind8　the　hot　equator，
Curiously　north　and　south　turn　the　axi8－end8，
Within　me　iS　the　longest　day，　the　sun　wheels　in　slanting　rings，　it　doe8　not　set　f｛）r
　months，
Strech’d　in　due　time　within　me．　the　midnight　sun　ju8t　rises　above　the　horizon　and
　8ink8　again，
Within　me　zones，8ea8，　cataracts，　forests，　volcanoes，　groups，
Malay8ia，　Polynesia，　and　the　great　West　lndian　islands．（117）
　　「私の内部」にこれだけのものが含まれる。内部というからには、当然外部があり、内
と外を隔てる境界があるものと考えられるが、どこまでも伸び広がっていくかに見えるホ
イットマンの内部は、内（空想）と外（現実）との境界線をかき消してしまうようだ。ホイット
マンの「私自身jには、いわゆる自我の殻といったものが無い。自我を出発点としながら
も、「私」は「私自身」となることで自意識を無化し、その限界．を超える。
A　［［ranscending　Ear　and　Eye
第三節、ホイットマンは「私」の耳に自問する。
．What　do　you　hear　Walt　Whitman？
Ihear　the　workman　singing　and　the　farmer’s　wife　singing，
Ihear　in　the　di8tance　the　80unds　of　children　and　of　animab　early　in　the　day，
Ihear　emulous　shoutS　ofAustralians　pur8uing　the　wild　hor8e，
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，．．，．（117）
　「ウォル・ト・ホイットマン」という名の「君1に問いかけ、「私」は何々を聴くと答え
る。以下、聴こえてくるものが列挙されていく。18行にわたって、ホイットマンの耳に様々
な音が響いてゆく。ホイットマンの「内部」で広がる何かとは、第一に音響である。
　『草の葉』全体を眺めると、この一節は、例えば“IHear　America　Singing”（1860年
初出）と共鳴していることに気付く。
Ihear　A皿erica　8inging，　the　varied　carol81hear，
Tho8e　of　mechanic8，　each　one　8inging　hi8　as　it　should　be　blithe　and　strong，
Each　singing　what　belongs　to　him　or　her　and　to　none　el8e，
The　day　what　belongs　to　the　day－at　night　the　party　of　young　fellows，　robust，
　frieロdly」
Singing　with　open　mouths　their　strong　melodious　songs．（12・ユ3）
　もはやホイットマンの耳は単なる感覚器官というよりは、atranscen〔ling　earといった
方がふさわしいかも知れない4。そのような聴覚にしてみれば「アメリカが歌っているの
が聴こえる」という時の「アメリカ」とは、決してその国境に限定される性質のものでは
ない。ホイットマンの「私自身」に内と外の境界線が無かったように、この「アメリカ」
も、内と外を区切る国境線はあいまいだ。
　「ウォルト・ホイットマン」、「アメリカ人」、「一個の宇宙」という言葉が並列する“Song
of　Myself’初版の一行が、どこまでも膨張する「アメリカ1像を示している。
Walt　Whitman，　an　American，　one　of　the　roughs，　a　kosmos，（680）
　ホイットマンにとって、アメリカ人であると自覚するナショナリズムは「一一個の宇宙」
にもなりうるのである。“秩序”、“世界”という意味のギリシャ語で表記されるホイットマ
ンの「宇宙」とは、もはや超国家主義といった政治的解釈のみでは収まらない。
“Salut　au　Monde！”の第4節では、聴覚に続き、視覚が主題となる。
　　What　do　you　see　Walt　Whitman？
　　Who　are　they　you　salute，　and　that　one　after　another　salute　you？（118）
　「何を見るの1との自問は、二行目を見る限り、人間を見ると想像される。しかし、直
後の一一一一行で示されるホイットマン自らの答えには人の気配が無く、Who疑問文とそぐわな
い。
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1　see　a・great　r・und　w・nd・r　r・lling　th・・ugh・pace，（118）
　5節も6節も7節も8節も10節も5、全て18eeで始まり、ホイットマンの目は世界各
地の瞬間を一瞥し切り取ってゆく。ホイットマンの「内部」で広がる何かとは、第二に光
景である。
18ee　diminute　farms，　hamlets，　ruins，　graveyard8，　jails，　factories，　palaces、　hovels，
　huts　of　barbarians，　tents　of　nomads　upon　the　surface，
Isee　the　8haded　part　on　one　8ide　where　the　sleepers　are　sleeping，　and　the　sunht
　part　on　the　other　8ide，
18ee　the　curious　rapid　change　of　the『light　and　shade，
18ee　di8tant　land8，　a8　real　and　near　to　the　inbabitant80f　them　as　my　land　is　to
　me．
ISee　plenteou8　water8，
18ee　mountain　peaks，18ee　the　8ierras　ofAnde8　where　they　range，
Isee　plainly　the　Himalaya8，　Chian　Shahs，　Altays，　Ghaut8，
18ee　the　giant　pinllacle80f　Elbruz，　Kazbek，　Bazardjusi，
18ee　the　Styrian　Alps，　and　the　Karnac　Alp8，
Isee　the　Pyrenees，　Balk8，　Carpathian8，　and　to　the　north　the　Dofra且eld8，　and　off
　at　Sea　mOUnt　HeCla，
18ee　Vesuviu8　and　Etna，　the　mountains　of　the　Moon，　and　the　Red　mountains　of
　Madagascar，
18ee　the　Lybian，　Arabian，　and　Asiatic　deserts，
Idee　huge　dreadful　Arctic　and　Antarctic　icebergs，
18ee　the　superior　oceans　and　the　inferior　ones，　the　Atlantic　and　Pacific，　the　sea　of
　Mexico，　the　Brazilian　sea，　and　the　sea　of　Peru，
The　waters　of　Hindustan，　the　China　8ea，　and　the　gulf　of　Guinea，
The　Japan　water8，　the　beautiful　bay　of　Nagasaki　land－lock’d　in　it8　mountains，
．．，．．（118・19）
　この引用もごく一部に過ぎない。Isee，．、は全部で83回繰り返される。ホイットマン
の目は通常の人間の視覚を超えてa　transcending　eyeとなり、地球規模、宇宙規模の空間
を遠望する。しかしその目は一箇所を見つめることなく、次から次へと視界が切り替わる。
必然的に、各地に固有の風土を認識する余裕は無く、また各地に存在する個々の人間も遠
景に埋没せざるを得ない。
　延々とlsee節を繰り返す詩行には、概して形容詞が少なく、単調なまでに「私は…を
見る」という構文が反復される。あるとしてもdiminute6，　di8tant，　plenteous，　hugeなど、
「私」と見る対象との距離や、その対象の大きさを示すものとしてまとめられる類の形容
詞だ。’「私jと対象との間に、遠大な距離がある。世界を見渡すホイットマンの焦点は、個
別の人間の姿を見つめる距離に無い。
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　また、目立つのは地名の列挙である。地球儀を回してみたかのように、あらゆる土地の
名が挙がる。数が多い分、緻密さに欠けるのか、「長崎」の誤植（Nagusaki）の見られる版
もあった。誤植は単なるアクシデントとしても、同時にそれは質より量のホイットマン詩
の特徴の現れとも言え喬。この地名のカタログは、読むというよりは眺めるものだ。っま
り、一個一個の土地を吟味するというよりは、総体としての地理の広がりが感じられれば
よい。詩人も読み手に精読を要求できないと考えられる根拠は、多量にちりばめられた地
名のほとんどをホイットマンはただ言葉として知っているのみで、それぞれに固有の風土
は問題とされない（しえない）からだ。一行に一つの地名のみならず複数が含まれ、その次
の行では全く別の地名が現れる。一個一個の言葉の質より、圧倒する言葉の量で迫る7。
　「私」が対象を「見る」という構文の羅列。これだけの地名が並ぶと、「私」は対象を
どの程度「見る」ことが可能なのかとの疑問が生じる。さらには、「見る」の連続が第8
節に到り、18eeからIamへとそのまま移行している。「私」が対象を「見る］という次
元を超えて、「私」が対象そのものになっている。こうしてホイットマンの目は、ただ対象
を「見る」器官に留まらず、a　tran8cending　eyeとなるのだ。
Isee　the　cities　of　the　earth　and　make　my8elf　at　random　a　part　of　them，
Iam　a　real　Parisian，
Iam　a　habitanofVienna，　St．　Petersburg，　Berlin，　Constantinople
　　，（122）
　18eeとIamの間に挟まれた［1］make　my8elf　at　random　a　part　of［the　citie80f　’the
earth］は、「私自身」というキーワードを含み、注目に値する。「私」が「私自身」を「地
球上のあらゆる都市の一部1とする。
　「ウォルト・ホイットマン」という名の「私自身」は、「私」が作りあげたもの、生成さ
れたものであった。ここでも同様に、アメリカ人であった「私」は、realなパリ市民にな
りうる。ウィーン、サンクトペテルブルグ、ベルリン、コンスタンティノープルの住民に
もなりうる。つまりここでのamというbe動詞は、　becomeと同義である。「私1が「私
自身」になったように、「私」は世界中の市民になる。通常の視覚を超える（transcend）目
を通じ、ホイットマンの「私自身」は各地の人々の違いを超えた世界市民（cosmopolitan）
になるのである。
　また、at　randomとの表現が、「私自身1を生成する過程に挟まれているのに注意した
い。その語源から、「高速で」with　great　speedとの含みが読み取れるのだ。地球上の大量
の土地を経巡るホイットマンの眼差し、世界中の市民となるホイットマンの「私自身」は、
高速で世界各地を過ぎ行くと言えようか。
　そして83回目のlseeの後、ホイットマンは「地球上の全ての住民に挨拶を送る1。
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1　See　male　and　female　eVeryWhere，
18ee　the　8erene　brotherhood　of　philo80ph8，
18ee　the　con8tructivene880f　my　race，
18ee　the　resultS　of　the　per8everance　an己indu8try　of　my　race，
18ee　ranks，　colors，　barbari8皿8，　civilizations，　I　go　among　them・Imlx
　indiscriminately，
And　I　salute　all　the　inhabitants　of　the　earth．（123）
　ホイットマンの耳や目は、詩行を繰り出す中でa　transcending　ear　and　eyeとなる。こ
のような感覚器官の変容を通じてみると、ホイットマンの「内部！で広がる何かとは、ど
こまでも「私自身」ということになろうか。どこまでも拡大する「私自身」からの挨拶と
して、続く第11節、「地球上の全ての住民」が「君」という名で呼びかけられる。
「君jYouとは誰か
You　whoever　you　are！（124）
　先に見たat　randomと、無作為という意味で通じるwhoeverを含む「君が誰であろう
と」との呼びかけは、ホイットマン詩に特徴的なフレー’ズである。カラマス詩篇には
“Whoever　You　Are　Holding　Me　Now　in　Hand”（1860年初出）があり、“Song　ofthe　Open
Road”（1856年初出）にもwhoever　you　are　corne　travel　with　me！（131）とあり、また『草
の葉』を締めくくる“So　Long！”（1860年初出）の最終節にも、Dear　friend　whoever　you　are
take　this　ki8s，11give　it　e8pecially　to　you．．．（424）とある。
　しかし、この呼びかけは、よく考えてみると奇妙である。「君」に親しい挨拶を送ってい
るかに見えながら、「誰であろうと」かまわないということは、ホイットマンは本当に「君」
・一 lひとりの顔を見つめているのだろうか。引用した“So　Long！”の二行、「いとしい友
よ、たとい君が誰であろうとこの接吻を受けてくれ、特に君に与えるのだ…」からして矛
盾しているではないか。
　この「君」とは誰かという問題を考えるとき、まずはホイットマンの「私自身」に立ち
返ってみるべきだろう。What　do　you　hear　Walt　Whitman？（117）やWhat　do　you　see　Walt
Whitman？（118）との、この詩において鍵となる疑問文で「君」を「ウォルト・ホイットマ
ン」と呼んでいたように、「君」とは「ウォルト・ホイットマン」という名の「私自身」に
包含される存在とも考えられる。
　世界中の市民と同一の地平にまで拡大された「私自身」と二重写しの「君」、あらゆる
国の’ u君」に親しく声をかける8詩行が26行連続する。
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Ybu　daughter　or　80n　of　England！
You　of　the　mighty　Slavic　tribes　and　empires！you　Russ　in　Russia！
You　Japane8e　man　or　woman！you　hver　in　Madaga8car，　Ceylon，　Sumatra、　Borneo！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－25）
　しかし、次の行で「君」がAllと総称される時、一人ひとりの違いは捨象され、その結
果、「君」という対象を見失うのではないか。一人ひとりの人問はそれぞれ固有の「場所」
に生きているのに、ホイットマンは「君」がどの「場所にいようとかまわない」のである。
All　you　continentals　ofAsia，　Africa，　Europe，　Au8traha，　indifferent　of　place！（125）
　続けてホイットマンは「私たち一人ひとりがかけがえのない存在」Each　of　us　inevitable
と嘗っているが、少なくともこの詩における「一人ひとりjEachと「全て」Allの関係は、
圧倒的に後者に傾いている。最終節、ホイットマンの拡大された「私自身」は、「アメリカ
の名のもとに、君たち全て（all）に向けて」挨拶を送る。
「垂直な手」と「ウォルト・ホイットマン」
　一拡大されたMyselfからの挨拶一
My　spirit　has　pass’d　in　compas8ion　and　determination　around　the　whole　earth，
Salut　8U　mondθノ
TOWard　yOU　an，　in　AmeriCa，S　name，
Iraise　high　the　perpen〔lieular　hand，　I　make　the　signal，（125－26）
　この詩の冒頭にあった「私の手」は、最終節でperpendicularという形容詞を冠せられ、
どのように変容したのだろうか。一応、「垂直な手」と訳せようが、人間のf手jの形容と
しては異質な言葉である。
　耳や目が通常の感覚器官の次元を超え（transcend）、「私自身」が拡大してきたこの詩の
文脈におけば、「私の手」もまた、世界に触れるほどに拡大していったと考えられる。ただ
し、ホイットマンの耳や目が水平方向に広がる世界に向かうのに対し、「私の手」は垂直方
向に高く伸びるのだから、同じ拡大といってもホイットマンの「手」には特別な含意があ
りそうだ。perpendicu｝arという言葉から、道徳的正義といった比喩を読み取るべきかも
しれないg。
　しかし皮肉なことに、そのホイットマンの「手」は拡大すればするほど、彼がひたすら
挨拶を送る「君」に触れる具体性を喪失していくのではないか。人間の「手」の肉感を喪
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失するのではないか。拡大の果てに、むしろ無機質な看板のように拡散してしまう危うさ
もある。
　「私の手」は、世界に挨拶を送れるほどに拡大し、「ウォルト・ホイットマン」という
名の「私自身」のものとなった。まっすぐに「垂直な手」を伸ばす「私自身1は、世界に
対して微塵の疑念も無い。全てに挨拶し続ける、楽天的なまでに陽気なこの姿勢は、この
詩人の魅力であるeまっすぐ高く、塔のように目印となる「ウォルト・ホイットマン」、そ
れは確かにアメリカから世界に向けて屹立する詩人のイメージにふさわしい10。
　しかし、世界という空間を高速で駆け巡り、見渡すということは、高速で過ぎ行く列車
の車窓からの眺めのように、過ぎ行く「光景」8ightsは見えても、また遠くの「音響」sound8
は聴こえても、一人ひとりの人間が生活を営む姿やその声は遠のくのである。詩の冒頭に
あったsuch　sights　and　sounds！は確かに輝かしい空間かもしれないが、そこは「君」一人
ひとりのいる具体的な場所からは遠いのである。
　ホイットマンからの挨拶の対象は、「私自身」と二重写しの「君」であり、その「君」
は「地球上の全ての住民」と総称され、フランス語で“世界”という意味のMondeとも
なる。ホイットマンの「私自身」とは無限大である。それ程に「私自身」とは、無限の空
間に広がる可能性を秘めている。
　一方で、「私自身」は拡大の果てに広大な空間へと拡散してしまう危険もある。従って
「私自身」と「君」との関係は、手と手の触れ合う実感に乏しいとも言える。ホイットマ
ンの「私自身」は「君」と一体化し、共感するというが、それは無限大の空間では叶わな
い願いではなかろうか。
註
1ホイットマン詩の引用は全て、Walt　Whitman，　Lθaves　of　Grass　and　Othθr　Writings．
（Ed　by　Michael　Moon．　New　York：W．　W．　Norton＆Company，　2002．）から。引用末尾の括
　弧内に頁数を示した。
2take　him　by　the　handより、take　his　handの方が「手」に焦点のある英語表現である。
3　Warfel，154
4　a　transcending　ear（and　eye）という表現は、EmersonのNature（1836）の一節、Ibecome
a　transparent　eyeballを念頭に置いている。また、transcendingという言葉はホイット
マン詩“ASong　of　Joy8”（1860年初出）の中で次のように使われている。
The　real　life　of　my　sense8　and　fle8h　transcending　my　sen8es　and　flesh，（153）
5第9節が欠落しているのは、元来あった数行をホイットマンが1881年に“APaumanok
Picture”という一篇として独立させた事情による。
60EDで1731年までの用例しかない古語。
7Matthiessenが“Salut　au　Monde！”のカタログに見えるとした上で、他作家の文を引
用している事実もホイットマンのこうした言葉の特性を裏付けるようだ。
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Isee　in　my　mina　the　hired　menand　master　dropping　the　implements　oftkeir　labor　in
　the　field　and　wen〔ling　their　way　with　a　sober　sati8faction　toward　the　house；
Isee　the　well－sweep　rise　and　fall；
Isee　the　preparatory　ablutions　and　the　table　laden　with　the　8moking　meal，
　Yet　this　is　not　from　the　catalogues　of‘Salut　au　Monde／bu　t，　is　Thoreau’8　prose
　account－which　I　have　arranged　as　free　ver8e－．，．．（Matthiessen，583）
8　Reyn61d8は、黒人にも親しく「君1と呼びかけるホイットマンの人種観が南北戦争後に
　保守化したと指摘する。
　Whitman’s　racial　views　took　a　definitely　conservative　turn　af毛er　the　war．　In　his　most
　radical　phase，　during　the　fifties，　he　had　8hared　the　fe　rve　nt　racial　egahtariani8m　of
　Frederick　Douglass．．．and　others　who　vociferously　called　attention　to　the　humanity
　of　Afhcan－Americans．．．．in“Salut　au　Monde！”he　had’addressed　the“black，
　divine・80ul’d　African，　large，　fine・headed，　nobly－form’d，　superbly　destin’d，　on　equal
　terms　with　me！”（Reynolds，468－9）
90ED：Perpendicular：C．・n，2．　b）Upright　or　erect　position　or　attitude；al80　fig・moral
　uprightnes8，　rectitu〔le．
10本稿の元となった口頭発表後、児玉久雄先生より「自由の女神像」の連想を示唆された。
　1886年、アメリカ独立100年祭を記念し、フランスより贈られたこの像の正式名は「’世
　界を照らす自由」。時期的にはホイットマンの方が先になるが、なぜ“Salut　au　Monde！”
　とフランス語で表題を付けたのか、気になるところだ。
　田中礼先生はアッキラ（Betsy　Erkkila）の見解を引いて次のように述べている。「ホイッ
　トマンはエマスンらのニュー・イングランド的傾向への挑戦者であって、アメリカ革命
　やフランスの思想家の影響を受けている（中略）「アダムの子ら」詩群の最初のタイトル
　は、フランス語であった。このようにフランス語を使うこと自体が、「アダムの子ら」の
愛のテーマを、フランスを連想させる性的自由や「自由意志論」と、結びつけて考える
　ことであった。フランス語の使用は清教徒的なアメリカの感性を拒む手段であったとい
　う。」（田中礼、7）
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